
 

個 人 質 問  議会事務局 

処 理 欄 

令和 ２年 ２月１３日１２時００分 受付 

質 問 順 位  第 １０ 番 

武豊町議会議長 福本 貴久 殿 

武豊町議会議員 青木 宏和 

一 般 質 問 の 通 告 に つ い て 
令和２年第１回武豊町議会定例会において、次のように質問したいから通告します。 

質 問 事 項 質問の要旨(具体的にご記入願います) 答弁者 

1.住民対話集会

におけるご意

見・ご要望に

ついて 

【趣旨説明】 

 昨年、議会基本条例運営委員会において、住民の皆様に議

会の情報を積極的にお伝えし、同時に住民の皆様のご意見・

ご要望を的確に把握することで、より良い議会活動につなげ

るため、希望される区を対象に住民対話集会の開催をお願い

しました。 

 希望された区は、玉貫西１区、大足区、馬場区で１１月に

住民対話集会を開催しました。 

 住民対話集会では、 

・ごみ処理の現状と今後について 

・コミュニティバス「ゆめころん」について 

  ・地域防災について 

とテーマを３つに絞って説明させていただき、その後、意見

交換会を行いました。 

 意見交換会では、多くの住民の方から、さまざまなご意見・

ご要望をいただき、中にはテーマ以外のこともありました。 

 そのご意見・ご要望の回答を各所管にお願いし、まとめた

ものを３区の区長にお渡しし、議会のホームページにも掲載

しました。 

 その回答の中で、若干確認したいことがありますので、以

下のとおり質問させて頂きます。 

町長 

副町長 

部課長 

【質問事項】 

①コミュニティバスの逆回りの設定と、バス停の設置につい

ては、令和４年の見直し時に検討するとの回答だが、令和

４年になる理由は。 

②コミュニティバスの運転手の適格性の確認については、バ

ス運行事業者に依頼しているとの回答だが、具体的にどの

ような管理をしているのか。 

③大規模災害時に避難所に入れる人数については、一次開設

避難所８か所で４，１５０人との回答だが、それぞれの避

難所に入れる人数は。 

④六貫川の排水能力の確保については、改修後約４０年が経

過し、流域の宅地化が進み、当時に比べて周辺土地におけ

る貯水能力の低下が認められるため、今後、排水計画の再

検討を町全域で行い、具体的な排水対策の検討を進めると

の回答だが、どのように進めていくのか。 

⑤衣小の北東の名鉄ガードを越した目堀線の拡幅整備につい

ては、武豊町の道路整備計画においても整備が必要な箇所

として位置づけがなされており、早期整備が出来るように

努めるとの回答だが、現在の進捗状況は。 

 

 


